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フラクセル治療説明書・同意書��　

治療の説明

フラクセルは１㎠に2000個のレーザー孔と熱エネルギーによって皮膚のリプレイスメント（入替え）を行い

皮膚の若返りを目的とした毛穴、しわ等にも作用するミドルダウンタイム治療です。

� ○適応症� ・皮膚の若返り�� ・顔各部位のシワ� ・首のシワ� ・にきび、にきび痕

　　　  �� � ・毛穴の開き

禁忌及び要注意についての医師確認事項　□

　有　無

　□　□　肝斑の方（治療前に発症のない方でも刺激によって発症する可能性もあります。）

　□　□　糖尿病、心臓疾患、悪性腫瘍、発熱、感染、皮膚疾患、ケロイド体質の方

　□　□　妊娠している方、またはその可能性のある方、出産後6ヶ月以内の方、授乳中の方

　□　□　以前、麻酔によってアレルギーやショック症状をおこされた方

　□　□　照射部位に皮膚疾患がある方、じんま疹やアトピー性皮膚炎などのアレルギー体質の方

　□　□　ヘルペスの既応のある方

　□　□　服用中の薬がある場合（薬剤名：　　　　　　　　　　　　　                                                          ）

術前に御理解いただきたいこと

� １）1回の治療でかなりの効果が得られますが推奨治療回数は４回以上です。効果には個人差があり�

� 人によっては全く外面上変化が見られない場合もあります。

� ２）にきびやにきび痕の治療に関しては複数回の治療が必要です。

� ３）術直後より、発赤、腫脹、熱感がでますが通常2日～5日程度で消失します。

� ５）まれに治療部位に内出血や紫斑、水疱をともなった熱傷が出現する可能性がありますが、通��

� 常1週間から４週間程度で消失します。状態によっては色素沈着が部分的に数カ月残存する可能性も

　　　  あります。発症の場合は当院の医師の指導に従ってください。

� ６）レチノイン酸は2週間前、ハイドロキノンは３日前から塗布を中止してください。反応が強くな�

� り赤みが強くでる場合があります。術後は2週間ほど使用を控えてください。

� ※治療には効果だけでなく副作用が発症する可能性があることも御理解ください。

� ※上記の副作用発症の場合でも治療費の返還はありません。

術後の注意点

� １）治療部位の腫れ、赤み、熱感があります。症状が強い場合はご自宅でも照射部位を冷やすように

　　　  してください。２回目以降は医師の指示に従ってください。（通常４週目以降）

　　� ２）当日は激しい運動、サウナ、入浴は避け、飲酒も控えてください。

� ３）術後日焼けは避けるようにしてください。術前の日焼けの程度によっては施術をお断りする場合

　　　  もあります。

　　　  ４）医師から内服薬、外用薬処方があった場合はその指示に従ってください。

�

以上、書面の内容を十分に理解し、疑問点については質問し、説明を受け納得した上で施術を受け

る手続きをしたことを認めます。

　　　　　　


